
記者発表資料  

平成 27 年 9 月 4 日 

     

「第４回四国圏広域地方計画協議会」の開催について 

 

 四国圏広域地方計画(注 1）は平成２０年７月に策定された国土形

成計画（全国計画）で示された基本計画を踏まえ、四国圏域の実情

や課題を総合的かつ広域的な観点から検討し、平成２１年８月に策

定したものです。 

 この度、急激な人口減少、巨大災害の切迫等、国土に係る状況の

大きな変化に対応した国土形成計画（全国計画）の変更が平成２７

年８月１４日に閣議決定されました。 

全国計画で示された基本方針を踏まえ、今後、四国圏広域地方計

画の見直しに向けて、四国圏の目指すべき姿、戦略目標、広域プロ

ジェクトなどについて引き続き議論を深めるため、「第４回四国圏

広域地方計画協議会」を開催いたします。 

(注1）別紙参考資料参照 

 

 ■開催日時 平成 27 年 9 月 8 日（火）13:30～15:30 

 ■開催場所 アルファあなぶきホール（高松市玉藻町 9-10） 

 小ホール棟 5階 多目的大会議室「玉藻」 

 ■議事次第 別紙資料－１のとおり 

 ■構 成 員 別紙資料－２のとおり 

 ■取材要領 取材傍聴可。一般傍聴は予定しておりません。 

        

 ※本施策は、四国圏広域地方計画の取組全般に該当します。 

 

 

 

 

問い合わせ先 

四国圏広域地方計画推進室 

（四国地方整備局） 

  企画部 広域計画課  中岡、阿部（電話 087-811-8309）

 【参考】◆四国圏広域地方計画に関するＨＰは、下記のとおり 

   http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/kokudokeikaku/index.html 



 

 

第４回四国圏広域地方計画協議会 

議 事 次 第（案） 

 

 

日時：平成２７年９月８日（火） 

１３：３０～１５：３０ 

場所：アルファあなぶきホール 

小ホール棟 ５階 

                      多目的大会議室「玉藻」 

 

１． 開 会 

 

２．議 事 

１）新たな国土形成計画（全国計画）について 

２）新たな四国圏広域地方計画中間整理（素案）について 

３）その他 

 

３．閉 会 

 



別紙資料－２ 

 

四国圏広域地方計画協議会 構成員 

 

構 成 員 名 

警 察 庁  四国管区警察局長 

総 務 省  四国総合通信局長 

財 務 省  四国財務局長 

厚生労働省  中国四国厚生局長 

農林水産省  中国四国農政局長 

〃 林 野 庁 四国森林管理局長 

経済産業省  中国経済産業局長 

  〃  四国経済産業局長 

国土交通省  四国地方整備局長 

  〃  四国運輸局長 

  〃  大阪航空局長 

  〃 気 象 庁 大阪管区気象台長 

  〃 海上保安庁 第五管区海上保安本部長 

  〃   〃 第六管区海上保安本部長 

環 境 省  中国四国地方環境事務所長 

徳 島 県 知 事 

香 川 県 知 事 

愛 媛 県 知 事 

高 知 県 知 事 

徳 島 県 市 長 会 長 

徳 島 県 町 村 会 長 

香 川 県 市 長 会 長 

香 川 県 町 村 会 長 

愛 媛 県 市 長 会 長 

愛 媛 県 町 村 会 長 

高 知 県 市 長 会 長 

高 知 県 町 村 会 長 

四 国 経 済 連 合 会 長 

四国商工会議所連合会長 

 



地域の強みを活かし、圏域全体の連携によって自立的に発展する

『癒やしと輝きのくに』 四国の創造
基本
方針
基本
方針

心の豊かさを求める時代の要請に応え、
四国圏独自の「癒やし」の魅力を伸張させ、
四国の住みやすさを高めつつ、訪れる人を
増やし、地域力を向上させる。

今後10年間の圏域づくりに向けて今後10年間の圏域づくりに向けて

特色ある企業や産業集積、全国的に認知
度の高い食品・食材など地域資源を活かし
つつ、絶え間ざるイノベーションにより経済
活力を高める。

四国圏の発展の姿四国圏の発展の姿

四国圏がもつ「癒やし」の魅力を活用する

独自の資源に裏打ちされた経済活力を
活かす

成長力をより強め、多様な人材をひきつける圏域に

国内との
交流連携

国内との
交流連携

東アジアとの
交流連携

お遍路ネットワーク
（独自の魅力）

国内との
交流連携

四国圏の発展に向けた目標四国圏の発展に向けた目標

国内外との交流・連携

国内外との交流・連携

 安全・安心と経済活力を支える環境づくり

 地域のことは主体的に自分たちで取り組むという考えに基づく、独

自性、個性を活かした地域づくりと地域づくりを進めるための「担い

手となる人材の育成」「地域資源の活用」「『新たな公』の構築」

 圏域内の多様な地域が適切な役割分担を図り「四国はひとつ」の視

点から戦略的に連携することにより新しい四国の価値を創出

 全国のモデルとなることを目指した地域づくり

 全国、世界との交流連携を深めることにより、さらなる活力を創出

これらの考え方
を重視した取り
組みが必要。

地域の視点
安全・安心を基盤に、快適
な暮らしを実感できる四国①①

地域に根ざした産業が集積
し、競争力を発揮する四国

歴史・文化、風土を活かした
個性ある地域づくりを進め、
人をひきつける四国

②②

東アジアをはじめ、広域的に
交流を深める四国④④

③③

⑤⑤

中山間地域・
半島部・島しょ
部等や都市が
補完しあい
活力あふれる
四国

都市部

四国はひとつ

中山間地域等

相乗効果の発揮

現行の四国圏広域地方計画（四国圏の将来像）参考資料



広域地方計画 想定スケジュールイメージ 
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全国計画 広域地方計画 

（広域地方計画協議会関係） （有識者・市町村等関係） 

四国圏広域地方計画協議会幹事会（9.8） 
・現行計画中間評価 
・広域地方計画見直し説明 

計画部会設置 

（9.18） 

計画部会 中間整理 

（1.19） 

計画部会 中間とりまとめ 

（3.24） 
第３回四国圏広域地方計画協議会（3.23） 
・骨子（方針、目標 等） 

 
 
 
 
 
実務者会議の開催等に

よる検討 
 
※適宜実施 

国土審議会答申 

（7.30） 

閣議決定 

（8.14） 

市町村計画提案募集
（１ヶ月程度） 

第４回四国圏広域地方計画協議会（9.8） 
・中間整理 

幹事会、実務者会議の開

催等による検討 
※適宜実施 

 
学識者会議の開催等に

よる有識者からの意見

聴取 
 
※適宜実施 

 
＜協議会法定協議＞ 

＜各省法定協議＞ 

パブリックコメント
（１ヶ月程度） 

第５回四国圏広域地方計画協議会 
・市町村意見照会対応案 
・計画原案 

広域地方計画 国土交通大臣決定 

 
 
 
 
 
 
学識者会議の開催等に

よる有識者からの意見

聴取 
 
※適宜実施 

四国圏広域地方計画協議会幹事会（3.12） 

中国圏・四国圏広域地方計画合同協議会 
・連携テーマ 

幹事会、実務者会議の開

催等による検討 
※適宜実施 

四国圏広域地方計画協議会幹事会（9.2） 

実務者会議の開催等に

よる検討 
 
※適宜実施 

四国圏広域地方計画学識者会議（2.19）




